






○ 技術面では、積雪寒冷など厳しい気象条件下でも走行可能な
技術開発が不可欠。

■ 視程不良

■ 吹きだまり

■ 積雪凍結路面

■ スプリットミュー路面
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※左右の車輪で摩擦係数が異なる路面





２）道内で実証試験に取り組む皆様への支援策

公道での実証試験に係る関係機関との諸調整

実証試験適地のご紹介（公道・非公道）

実証試験・社会実装に関心のある自治体とのマッチング

研究開発に必要な大学・企業とのマッチング

○ 自動運転のワンストップ相談窓口において4年間で積み重ねた
ノウハウ・ネットワークをフル活用し、かゆいところに手が届く支援が可能！

→何かお困りごとがあれば、まずはお気軽にご相談ください<(_ _)>
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北海道では、関係機関との連携のもと、本資料に記載しました取組を通じ、
国や自動車関連企業の国内での自動運転の研究開発に貢献できるよう、
努めてまいります。

北海道の取組について、ご指導、ご助言をいただければ幸いです。

本資料のお問合せ先

北海道経済部産業振興局産業振興課
（北海道自動車安全技術検討会議事務局）
住所：札幌市中央区北3条西6丁目
電話：011-206-6756(直通） 担当：田村・三谷・金子
URL：http://www.pref.hokkaido.lg.jp/kz/ssg/jiduosoukou.htm
メール：tamura.kouji2@pref.hokkaido.lg.jp, mitani.tomokazu@pref.hokkaido.lg.jp,

kaneko.masafumi2@pref.hokkaido.lg.jp
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